
令和８年度 地域包括支援センター活動方針及び活動目標 
 

 運営方針 年度目標 

福井明倫 

包括支援センター 

高齢者が住み慣れた地域で、共に助け合いながら、尊厳のあるその人らしい生活を継続できるよ

う、チームアプローチを実践し、地域包括ケアシステムの確立を目指す。 

・個別事例等を通し把握した課題を、地域課題として整理・共有し、重点的な支援体制を図る。 

・地域住民に対して、介護予防の啓蒙啓発・認知症に関する意識を高め、地域の自助・互助力の向上に努める。 

・専門職として連携・協働を強化し、質の高いチームケアの実践に努める。 

福井あたご 

包括支援センター 

地域の中核機関として、高齢者が住み慣れた地域で尊厳あるその人らしい生活を継続することが

できるよう、関係者や関係機関と連携・協働し、高齢者を地域全体で支えるような地域づくりに参画

していく。 

・実態把握数を増やし、課題を抱える高齢者への早期介入に努める。 

・認知症にやさしい地域づくりのため、認知症理解普及活動、ネットワークの構築に努める。 

福井中央北 

包括支援センター 
地域の中で暮らす「その人らしさ」を支える支援体制を強化する  

・地域の社会資源の把握、活用、継続支援のために多機関との連携をはかります 

・その人らしい生活の継続を支えるために、地域づくり、専門性の向上、ネットワーク構築をはかります 

福井不死鳥 

包括支援センター 

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう関係機関や地域住民等との連

携を深める。 

①地域住民が困った時に包括に相談できる体制づくり 

②認知症の理解と見守り支援 

③地域課題の解決を検討し、高齢者とその家族を孤立化させない 

・様々な年代に包括を知ってもらうために周知活動を行う。 

・誰もが地域の中で相談できるような仕組み作りと早期発見に努める。 

・地域の中で実態が明らかになっていない高齢者を掘り起こし、実態把握を行う。 

・地域と協力し支援を必要とする高齢者とその家族の情報収集を行い、支援と見守り体制を強化する。 

・虐待・困難事例においては速やかに対応し、高齢者の権利を擁護する。 

・地域の関係者や介護サービス事業所等と連携して地域課題を検討する。 

福井あずま 

包括支援センター 

「地域住民の立場で考える」 

・高齢者が生きがいと尊厳を持ち、住み慣れた地域で暮らせるよう支援する。 

・専門性を活かし、職員相互が連携、協働しながら「チームアプローチ」を実践する。 

・公益的な機関として、公正で中立性の高い運営を行う。 

・住民が住み慣れた地域で暮らし続けていけるよう、地域の特性や課題を共有し、社会資源の連携体制を支えるネットワーク

の強化に取り組んでいく。 

・高齢者の状態やその変化に応じた医療や介護等の様々なサービスを切れ目なく提供できるように、医療機関や障害、介護保

険等の関係機関や団体等とのネットワーク強化に取り組む。 

・介護支援専門員とサービス事業所が自立支援に基づいたケアを強化できるように働きかける。 

・認知症高齢者が安心して暮らせる地域となるよう、見守りや支える体制の構築に向け、認知症の理解と予防を推進する。 

福井大東 

包括支援センター 

高齢者が住み慣れたわが町・わが家で安心・安全にその人らしい生活を継続できるように、各職員

の専門性と能力・個性を活かし、地域住民・各関係機関・地域の社会資源とつながりながら、『チー

ム大東』として丁寧に包括的に支援する。 

・複合的な課題に対応できるよう、様々な関係機関とのネットワークの構築を図る。 

・住民にとってより身近で、親しみが持て、敷居を感じないで相談できる包括となるように、相談窓口を増やす、 

また、現在の窓口を定着させる。さらに地域住民の欲しい情報をアセスメントし、発信していく。 

・相談支援職としての質の向上を図るため、定期的な事例の振り返り、センター内の勉強会を実施する。 

・働きやすい環境を目指して、業務効率化を図る。 

福井九頭竜 

包括支援センター 

積極的に地域に出向き、自助力・互助力を高める取り組みを通して、高齢者及びその家族が安心し

て暮らせる地域を目指す。 

・地域住民や各関係機関との連携を強化し、地域作りに取り組む 

・積極的に地域に出向き、未把握の高齢者の掘り起こし及び把握を行い、早期対応や地域作りにつなげる  

・高齢者に限らず、あらゆる世代への周知活動に取り組む 

福井北 

包括支援センター 

地域も含めた自助・互助の意識の向上を図り、高齢者が住み慣れた地域で自立した日常生活の継続

を目指す 
・住民・地域の関係機関が主体的に住みやすいやさしい街づくりの取り組みへの支援を強化する 

福井みなみ 

包括支援センター 

高齢者が住み慣れた地域で尊厳のあるその人らしい生活を継続することができるよう、関係機関

や地域関係者と連携を図り、3職種でのチームアプローチを実践して公益的な機関として公正で中立

性の高い事業運営を行う。 

・複合的な課題を抱える事例に対して適切な対応ができるよう、行政や関係機関との連携体制を強化する。 

・地域の関係者と共に、新しい認知症観の普及啓発に努め、認知症当事者や家族介護者の思いを把握する。 

・KDBデータ分析や高齢者の集まりの場での調査等を行い、介護予防に係る地域課題やニーズを把握する。 

福井社 

包括支援センター 

地域の課題やニーズを的確に捉えた個別アプローチを重視し、同行訪問や出前相談などのアウト

リーチを強化することで、住民にとって最も身近で頼れる相談窓口としての機能を果たします。ま

た、関係機関や医療機関等との強固な連携を基盤に、多世代が共生できる安心・安全な地域包括ケア

システムの構築に邁進します。 

・ほやしろ歩きの継続や地域課題に基づいた介護予防教室を開催し、住民が主体的に健康づくりや認知症予防に取り組める環

境を整備します。 

・地域一丸となった見守り体制の構築を目指し、まずは民生委員をはじめとする地域関係機関との定期的な意見交換や情報交

換を強化し、相互の役割理解に基づいた「顔の見える」連携体制づくりを行います。 

・権利擁護業務の推進や、専門職に対する実践的な後方支援（個別相談・事例検討等）を強化し、地域全体の支援体制の底上

げを目指します。 

福井光 

包括支援センター 

◎複合的な課題への相談に対応するため、各関係機関と関わりが持てる機会をつくり、分野の壁を超

えて、よりよい地域の実現に向けて連携していく。 

◎地域住民とともに地域共生社会づくりを考察し、ネットワークの構築や地域のつながりを図って

いく。 

・複合的な課題や困難事例に対応するため、まずは包括職員の個々の支援力を養い、知識・技術の向上を図り職員同士の連携

を強化する。対応が難しいケースを包括支援センターだけでなく、多機関がお互いに持つ支援のノウハウを共有し、協働で

支援の道筋を調整できるように普段から情報共有を図り、顔が見える相談しやすい関係づくりを行っていく。 

・包括支援センターは、地域住民から相談を受けるばかりでなく一緒に考える存在として、地域住民が地域の課題や活動にわ

が地域として関われるような働きかけやそれを支える環境作りに取り組む。 

福井川西 

包括支援センター 

地域の関係機関や団体、サービス事業所等と連携、協力しながら、高齢者とその家族が健康で自立

した生活が送れるよう地域のニーズに沿いながらサポートしていく 

・地域住民、各種団体、サービス事業所などと連携し災害に強い地域作りを考えていく 

・認知症の理解がすすみ、住民が共にいきいきと暮らしやすい地域作りを目指す 

・地域住民の健康意識を高め、自主的に介護予防や活動が行えるようにサポートしていく 

・複合課題への対応意識を高め、世帯丸ごと捉えるマネジメント力を強化する 

福井東足羽 

包括支援センター 

高齢者等の地域住民が住み慣れた地域で安心して過ごすことができるように、多様な相談を総合

的に受け止め、尊厳ある生活の継続のために必要な支援につぎます。 

・地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応するため、適切な関係機関と連携して相談支援を行う。 

・圏域が抱える課題やニーズを地域住民や関係機関等と共有し、解決に向けた取り組みを行う。 


